
令和４年第２回定例会（９月議会）

産業観光委員会・分科会 提出資料

令和４年９月１５日

観光文化スポーツ部

【所管事項関連】

食のあきた推進課 「秋田県食品産業振興ビジョン」の素案について 1

文 化 振 興 課 「第３期あきた文化振興ビジョン」の骨子案について 3

ス ポ ー ツ 振 興 課 新体育館の整備に向けた基礎調査の実施状況と基本的な考え方

について 4
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合築を検討している県立体育館とスポーツ科学センターの利用状況を調査し、稼働状況を把握

新体育館の整備に向けた基礎調査の実施状況と基本的な考え方について

①
現
況
調
査
の
結
果

● 県立体育館

● スポーツ科学センター

○ 年間112千人で稼働率98％ ⇒ 

○ 年間77千人 ⇒ 
○ 全体の４割がﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室の利用者である

○ 体育場(1F)は利用者の半数が夜間利用である
（H30年度）

時間換算51％

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室と体育場で７割

①現況調査

平日：全時間帯で40％台と空いている

土日：日中は90％と高いが夜間は25%と低い

曜
日
別

利用者等に対するヒアリング等を行い、現在の施設が抱える課題や新体育館への意見等を把握②利用者調査

県内外における同種施設の状況を調査し、新体育館に必要とされる機能・規模等の検討に活用③事例調査

新体育館に求められる機能・規模で整備可能な候補地を調査し、適地を絞り込み④候補地調査

県立体育館(築53年)

ｽﾎﾟｰﾂ科学ｾﾝﾀｰ(築43年)

[前提条件]　

R10.秋 開館

実
施
中
の
基
礎
調
査

（H30年度・時間換算は大体育場の数値）

※　上記のほか、民間ノウハウを整備運営計画に役立てるためのヒアリング（官民対話）を９月下旬から実施予定

スポーツ振興課
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現施設への意見等
県立体育館 スポーツ科学センター

商工団体 － －  展示会等を開催してみたい
県外プロモーター － －  全国ツアーは観客7千人以上

北海きたえーる（北海道） ４面 ２面

ﾏｴﾀﾞｱﾘｰﾅ（青森県） ３面 ２面

ｾｷｽｲﾊｲﾑｽｰﾊﾟｰｱﾘｰﾅ（宮城県） ４面 １面

照葉積水ﾊｳｽｱﾘｰﾅ（福岡県） ３面 ２面

沖縄ｱﾘｰﾅ（沖縄県） １面 １面

ﾀｸﾐｱﾘｰﾅ（大館市） ３面 １面

能代市総合体育館（能代市） ２面 １面

ＣＮＡｱﾘｰﾅ★あきた（秋田市） ３面 １面

ﾅｲｽｱﾘｰﾅ（由利本荘市） ４面 １面

県立体育館（秋田市） ２面 練習用

調査対象者122者
（一部調査中）

新体育館への意見等

中体連・高体連
競技団体

 競技フロアが狭い
 照明が良くない
 冷房がない
 駐車場が少ない

 体育館が狭い
 会議室等が少ない
 エレベーター等がない
 駐車場が少ない

 最低でもコート４面が欲しい
 プロ優先への懸念がある
 スポーツ医･科学機能の併設
 駐車場を増やして欲しい

プロ・実業団チーム
県外チーム等

 競技フロアが狭い
 トイレが少ない
 冷房がない

 体育館が狭い
 体育館の天井が低い
 利用していない

 アリーナ8,000席程度
 すり鉢型観客席と最新装置
 コート４面を確保してほしい

施設名（所在地） ﾒｲﾝ
ｱﾘｰﾅ

ｻﾌﾞ
ｱﾘｰﾅ

県

外

県

内

②
利
用
者
調
査
の
結
果

③
事
例
調
査
の
結
果

● 県外はメイン(3面～)＋サブ(2面)が多い

● 県内はメイン(2面～)＋サブ(1面)が多い

○ ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ利用が可能なｱﾘｰﾅに体育館を併設
○ 北日本最大は北海きたえーる(ﾒｲﾝ4面･ｻﾌﾞ2面)

○ 興行に特化している施設もある(沖縄ｱﾘｰﾅ）

○ 最大はﾅｲｽｱﾘｰﾅ (ﾒｲﾝ4面･全国大会/ﾂｱｰ開催)
○ 高稼働のCNAｱﾘｰﾅ★あきた (ﾒｲﾝ3面･ﾌﾟﾛ利用)

大会を開催できる市町村立体育館：23市町村41施設
(注）面数はバスケットボールコート
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「公有地」＋「都市計画等との整合性」が要件

求
め
ら
れ
て
い
る
機
能

アリーナ(みる)・体育館(する) ＋ 医･科学(ささえる)

映像･照明･音響装置

最先端デジタル技術

スポーツ医・科学

大会･育成･県民利用

の体育館(1～2面)

新Ｂ１基準アリーナ

(5,000席以上)

【出典】左下：福岡市総合体育館HP（サブアリーナ）

（参考ｲﾒｰｼﾞ）

④ 候補地調査の結果
⇒ 該当する場所は八橋運動公園と県立中央公園

今後の予定 最終結果を１２月議会に報告 ⇒ 来年１月から基本計画の策定に着手

調査結果も踏まえ、「秋田の元気を創造する拠点」となる新体育館の方向性を検討中

国の方針も踏まえ、

民間の資金･技術を

活用するPFIを想定

整備手法の検討

有利な財源の活用を
検討し、国に対して

支援策の拡充を要望

財源の検討

新
体
育
館
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
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参考

･アマチュアの競技大会で利用することが可能

･ほぼ全ての屋内競技が開催可能で演出も容易

(注)県内初となる新Ｂ１基準アリーナとその用途をイメージしやすくする目的で作成したパース

多目的で利用できる新Ｂ１基準アリーナ（イメージ図）

･壁面収納式の可動席を展開して臨場感を創出
･可動席を収納すればイベントや展示会も可能

図１ 競技大会(バレーボール)における利用形態 図２ 用途に応じて変化する観覧席

主
な
新
Ｂ
１
基
準

スイート・ラウンジ

トイレ/売店/その他

･固定席と可動席は、全て個席で、背もたれ付きであること

･可動席は固定席から出入りすることが可能であること 等

･飲食や談話ができるスイート(個室)とラウンジがあること

･スイートとラウンジで５％(250席)以上あること 等

･トイレが３％(150基)以上で洋式が80％以上あること

･常設の飲食売店があること、手荷物預かり所があること 等

観客席5,000席以上
新Ｂ１基準は

プロ以外でも

満足度向上に

寄与する基準
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